
寺ッコ物語 序章 

寺ッコ

ラッコ界の危機を救おうと人間の知恵を学びにやってきた

王子。

地球環境の急激な変動に世界のいたるところで動物界が生息、生存の危機に直

面している。ラッコ界も氷河の後退などによる環境変化の対応に苦慮している。

そこで、ラッコ界の王様がその危機を救う知恵を学ばせるため王子を人間界に

送った。

そのお供は 120年食用を逃れ続けた物知りの王様の
執事、ホタテじいと王子の付き人ウニまる。

ウニまるは王子が勉強で眠くなる時のちくちく役。

非常の食用を兼ねて王様が持たせた。

時あたかも、川崎市では人間の知恵を子どもたちの世代に伝えるべく「寺子屋」

事業が始まったのであった。

寺ッコは早速、この寺子屋の門下生として登録。人間の寺っ子とともに学ぶこ

とになったのだ。

実は、人間界も、地球温暖化の影響を受け自然災害が多発するなど、大きな危

機に直面しているのだった。そのうえ、過度な物質文明の発達が人間界の子の

逞しく生きる力を低下させるという憂うべく事態になっていたのであった。

さて、これから始まる「寺子屋」事業ではたしてその危機を解決する糸口が見

つかるのだろうか。

ラッコ界、人間界、そしてあらゆる地球上の生き物から注目される寺子屋チャ

レンジ。

寺ッコ物語の始まりです。
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